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＜連絡事項＞
・前回8月に実施している「重度かつ慢性期患者様評価」を下半期分で行います。
　北病棟のフォルダ重度かつ慢性期患者様評価Ｈ30年下半期　2月各スタッフ名
　　　ＢＰＲＳ　　　　問題行動評価表　　　　生活障害評価
　を入力し、評価が終わったら管理者へメールで報告して下さい。
締め切りは2/28（木）までです。又、3月にはケアプロセス等の評価もしていく予定です。

・研修の案内が来ていますので、各自確認して下さい。

・他病棟にてインフルエンザ発生していますので、引き続き感染予防に努めていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・原　吉郎様～クロザリル(100)3Ｔ　3×毎食後、クロザリル(25)1Ｔ　1×朝食後が明日よ
り7日分処方となっています。

・澤田　德則様～臨時薬が同内容で2/13～3日分処方となっています。

・千葉　光広様～インフルエンザ感染予防の為外出は控えていますが、佐々木泌尿器科で処方してもらっている『ベタニス（50）1Ｔ』は2/17まであり当院で処方してもらえますが、『ユリーフＯＤ（4）2Ｔ』は2/20まではあります。その後継続して服用しなければいけないのか等含めて確認が必要です。

・小向　静江様～不眠時の継続指示「ブロチゾラム（0.125）1Ｔ」が5回分処方となっています。

・成田　富士子様～アピドラ注ソロスター　300単位　1キット処方となっています。
　　　　　　　　　診察時、インスリンの残量を確認し処方をもらうようにしましょう。

・内田　都影様～シンラック液　1本処方となっています。

・五日市　規様・井上　和美様のベッド修理を青春へ依頼し、午後に修理に来る予定です。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～日中、気分の高さ見られていますが、他者からのクレームもなくトラブルは無く経過しています。独語や話し掛けの多さもなく、定期薬も間違える事なく薬包をセット出来ています。昼食後薬は、声掛けにて内服されています。引き続き、精神状態や行動を観察し迷惑行為や他者とのトラブルがない様必要時は介入していきましょう。

・倉橋　生子様～日中、訴えなく落ち着いており、プログラムも拒否なく自主的に参加し
ています。多弁さなく自ら切り上げる事も出来ています。食事は、各食
全量摂取しており、ここ数日は拒食なく摂取出来ています。他患者様へ
の干渉や不機嫌さもなく、他者とのトラブルなく過ごされています。
引き続き、精神状態の観察や訴えを傾聴するなどし、穏やかに過ごせ
る様介入していきましょう。

・澤田　德則様～夜間は眠れていないと話していますが、中途覚醒は見られず眠れていま
す。本人に確認すると、「途中で起きると布団の中でジッとしている。前
の病棟よりはいいけど。」と不眠の訴えは聞かれています。頓服もあるが
内服すると朝起きれない気がして・・・と話しています。就床前薬の飲
む時間を考えてみたり、困っているなら診察時に先生に話してみるよう
伝えています。
[bookmark: _GoBack]排泄回数は、10～31回と記入し残尿感がある為、行っても少量出るとトイレに行った回数を記入する事は見られています。日中は頻回にトイレに行く様子は見られません。朝・昼食共に食事の残食見られ、1/2摂取しています。「お腹が空かない」と話していますが、昨日売店でお菓子を購入してきており、1回量が2袋ぐらいを一気に食べてしまう様です。
　今後を考えて、町営住宅に戻った時にきちんと管理できるよう調整していきましょう。本人の訴えを傾聴し、精神状態を観察しながら見守り対応していきましょう。

・齊藤　光枝様～今朝のレストランでの食事摂取後より、下膳を1人で行って頂いています。緊張すると体が震えて上手く行かない事もありますが、本人が工夫して出来るようになっていけば自信が付くので、見守りしていきましょう。

・上村　みわ様～自室で、Ｎ・Ｏ様とズボンを盗った盗られたと言い合いをしています。
Ｎ・Ｏ様がズボンがなくなったと訴え、本人様のケースを開け確認しています。衣装ケースから出て来た物の中に、入っている上着も自分の物だと言い張っています。妄想的な話をしており、介護スタッフ介入し、出てきた衣類を預かるとの説明をし落ち着きを取り戻しています。

・大上　なみ様～自室で、Ｍ・Ｕ様とズボンを盗った盗られたと言い合いをしています。
本人様がズボンがなくなったと訴え、Ｍ・Ｕ様の衣装ケースを開け、確認するとＭ・Ｕ様のケースから出て来た物の中に上着があり、自分の物だと言い張り話が終わらない為、介護スタッフを呼んだとの事。
Ｍ・Ｕ様が妄想的な話をしており、介護スタッフ介入し、出てきた衣類を預かると説明し、落ち着きを取り戻しています。

＜受け持ち患者様支援検討＞
・千葉　光広様～施設入所に向けて、保護者は唯一の身内の母様だが、要介護5でH24年
頃より有料老人ﾎｰﾑ｢ﾏｲﾗｲﾌ｣入所中、疎通は取れない状況となっていま
す。ＳＷと連携し必ず連絡の取れる親戚を探し出し、保護者になっても
らえるかどうか確認し、保護者の変更をしてからとなります。

・越後　京子様～今後について入院時は自宅退院としていたが、1/29（火）には本人様・
弟様共に施設入所を希望していました。春頃になったら、弟様にいらし
ていただき今後について話し合いの場を設けていきます。





